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事例内容 

【概要】 
広島工業大学では、「これからの4年間と、
それからの3年間を見守り続けます。」とい
うキャッチフレーズを掲げ、在学時の就職支
援ばかりでなく、就職後のケアも行っている。
就職先の企業についても考え、ただ内定率を
上げるだけではなく、学生にとって最善のア
ドバイスを送っている。 

 
【背景】 

以前から就職支援について積極的に取組
みを行っていた。現在就職部長である宮崎氏
が就職委員長に就任した平成16 年度より学
生、教職員の就職に対する意識変革を行い、
全学で支援を行う体制作りを行った。 

 
【取組み内容】 

学生、教職員に対し就職支援への姿勢を強
く意識させるため、学内広報を行い、結果オ
ーライから目的達成型に変わってきた。周知
した基本姿勢は、大学の使命として「内定率
の向上」、誇りを持って働ける質の高い企業
への就職を目指す「内定の質の向上」、企業
に押し込むのではなく卒業後も支援してい

く「早期離職率の低減」を掲げている。 
学生に対する指導の際には、学生の特徴を
捉え、安易な考えの地元就職だけではなく、
東京、大阪など他地域の企業の紹介も行い、
視野を広げるアドバイスを行っている。その
ため、就職支援ツアーを東京、大阪、福岡で
実施している。内定状況をゼミごとに集計し、
理事長・学長へ報告し、場合によっては事情
説明を行い、教員にも就職支援は教員の本業
であることを意識させている。 
職業意識の向上、技術者資格の取得支援、
特定スキルの習得を柱とした講演会、講座を
開設し社会から求められる人材の育成に努
めている。 
就職後、職場での悩み相談や、離職者の就
職斡旋の窓口として就職部にホットライン
を設け、卒業生に文書で案内を行っている。
また、全卒業生対象に離職率の把握を行って
いる。 

 
【結果】 

平成18 年 3 月卒業者は、内定率96.7%、
正社員率100%、技術職率82.1%、大手企業内
定率が38.8%と非常に就職に強い大学となっ
ており、受験生の保護者にも認知され好評を
得ている。 

 
【イメージ】 
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☆成功のポイント 

①教職員も学生も常に「就職」を意識せざるを
得ないように就職状況の情報を逐次公表し、
チェッさせている。 
②トップ（理事長・学長）の全面的なバックア
ップがあり、学生の「就職」に関する教員の
活動を「雑用」ではなく、「職務」として認
識させることが可能となっている。 
③企業での経験を持つ教員が就職部長として
活動の推進役にあたっている。また、就職部
長を教員とすることで事務局と教学側の連
絡・調整が円滑に進むようになっている。 
④スローガンや方針で内定先の質や就職後ま
で大学がケアしてくれる点が明確になって
いる。 
⑤学生の人生にとって就職がどのような意味
を持つのかを考えている。内定率といった一
時的な数値を見るのではなく、学生がプロフ
ェッショナルとしてより良い人生を送るこ
とを見渡した取り組みとなっている。 
⑥入学定員1,080名という規模がきめ細かいケ
アを行うのに最適な規模となっている。 
⑦東京・大阪・福岡で開催している支援ツアー
で、すでに就職している先輩から生の声を聞
いて、不安を取り除いている。また、各企業
で先輩が相談役となり早期離職を防ぐ一翼
を担っている。 
 
 

★今後の課題 

①早期離職率を現在の11%台後半から1ケタ台
にしていく。3 年以内の早期離職率の全国平
均が 35.7%であるのに比較すると、すでに低
い水準にあるが、1 ケタ台というさらに高い
目標を設けて努力を続けている。 
②全体の内定率が 96.7%であるが女子の内定率
は 89.0%となっている。女子には特別な支援
を行い、内定率の向上を図ることとしている。
→（平成 19 年 1 月、女子学生キャリアデザ

インセンターを新設） 
③大学に入学すれば親の責任はおしまいとい
う放任意識があり、保護者の理解を得て、さ
らに取り組みを強化する必要がある。 
※ 3 年以内の離職率全国平均：厚生労働省職
業安定局「職業安定業務統計」（平成 18 年
11月） 
 
 

○委員の所感 

教職員と学生の意識改革に重点をおき、内定
率の向上だけではなく、早期離職の防止を含め
た学生の職業人生全体への支援を考えている
「視野の広さ」が成功の根源である。そのため
の取り組みは多岐に渡り、複合した効果をもた
らしているが、就職部長のリーダーシップのも
と、「就職先の質」に目を向けさせている点が
特に重要と考えられる。過去の成功に甘んじず、
取り組みを日々改善する姿勢から、職業人とし
ての技術者を輩出するには最適の大学と見受
けられた。 
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